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▽
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
た
な
っ

ち
」
さ
ん
の
投
稿
写
真

　

サ
ツ
マ
イ
モ
第
二
弾
―
。

紅
白
の
お
め
で
た
い
サ
ツ
マ

イ
モ
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

い
い
こ
と
あ
る
か
な
？

　
　
　

◇　
　
　

　

「
え
っ
」
と
驚

い
た
り
、
思
わ
ず

笑
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
写
真

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
ご
家
庭

や
守
山
区
内
で
の
出
来
事
な

ど
、
あ
な
た
が
と
ら
え
た

〝
身
近
な
ス
ク
ー
プ
〟
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
は
郵
送
、
ま

た
は
メ
ー
ル
で
。
郵

送
は
写
真
の
ほ
か
、

別
紙
に
①
住
所
②
氏

名
（
匿
名
希
望
の
方

は
ペ
ン
ネ
ー
ム
も
）

③
電
話
番
号
④
写
真

の
説
明
（
で
き
る
だ

け
詳
し
く
）
や
コ
メ
ン
ト
な

ど
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３

―
０
０
０
７
、
松
坂
町
３
５

２
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス

「
紙
上
写
真
展
」
係
へ
。

　

メ
ー
ル
は
、
件
名
に
「
紙

上
写
真
展
」
、
本
文
に
（
必

ず
）
①
か
ら
④
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝m-homene

ws@gctv.ne.jp

＝
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
の
カ
メ
ラ
で
撮

影
し
た
写
真
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

た
だ
し
、
内
容
や
画
質
に
よ

っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

最
多
得
票
の
作
品
は
、
小
さ

な
子
が
父
親
に
宛
て
た
絵
手
紙

と
「
そ
の
行
為　

家
族
に
バ
レ

て
も
大
丈
夫
？
」
の
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
を
配
し
た
も
の
。
制
作

者
で
同
研
究
会
会
長
の
柴
田
真

衣
さ
ん
（
三
年
）
は
「
ど
ん
な

言
葉
を
入
れ
た
ら
犯
罪
の
抑
止

に
つ
な
が
る
か
を
考
え
、
家
族

の
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
よ
う
工

夫
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

　

各
駅
で
の
展
示
は
先
月
十
一

日
に
始
ま
り
、
名
鉄
瀬
戸
線
大

森
・
金
城
学
院
前
駅
＝
大
森
三

＝
で
は
関
係
者
に
よ
る
ポ
ス
タ

ー
の
除
幕
も
行
わ
れ
た
。
展
示

期
間
は
来
年
九
月
ま
で
。
代
表

作
品
の
ほ
か
、
学
内
投
票
で
上

位
だ
っ
た
作
品
も
加
え
る
な

ど
、
二
カ
月
ご
と
に
入
れ
替
え

な
が
ら
続
け
ら
れ
る
。

点
角
に
整
列
。
「
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
」
や
「
ス
ピ
ー
ド
お
と
せ
」

と
書
か
れ
た
サ
イ
ン
板
を
掲

げ
、
通
り
掛
か
っ
た
車
の
ド
ラ

イ
バ
ー
に
交
通
安
全
へ
の
注
意

を
促
し
た
。

テ
ィ
ア
活
動
歴
四
十
年
、
区
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
会
長

の
田
代
京
美
さ
ん
。
ま
ず
、
心

掛
け
に
つ
い
て
触
れ
「
約
束
を

守
る
こ
と
、
秘
密
を
守
る
こ

と
、
信
用
を
大
切
に
し
て
い

る
」
と
学
生
ら
に
伝
え
た
。

　

ま
た
「
世
の
中
が
い
ま
何
を

必
要
と
し
て
い
る
の
か
、
常
に

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
し
て
い
る
」

な
ど
、
リ
ー
ダ
ー
の
立
場
で
の

話
も
披
露
。
こ
れ
ま
で
の
活
動

を
振
り
返
り
な
が
ら
「
で
き
な

い
こ
と
は
断
れ
ば
い
い
し
、
引

き
受
け
た
場
合
は
楽
し
く
や
っ

た
方
が
い
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
ほ
か
、
自
身
の
気
付
き
を

挙
げ
て
「
人
の
つ
な
が
り
は
財

産
、
宝
物
」
と
強
調
し
た
。

　

話
に
耳
を
傾
け
、
時
折
う
な

ず
い
て
い
た
学
生
ら
。
熱
心
に

メ
モ
を
取
り
、
質
疑
応
答
で
は

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
」
や
「
し
て
い

て
よ
か
っ
た
こ
と
は
」
と
積
極

的
に
尋
ね
る
な
ど
、
一
時
間
ほ

ど
の
実
習
に
取
り
組
ん
だ
。

　

小
幡
緑
地
東
園
の
緑
の
中
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

教
え
る
実
習
が
九
月
十
六
日
に

行
わ
れ
、
社
会
福
祉
士
を
目
指

し
て
金
城
学
院
大
＝
大
森
二
＝

で
学
ん
で
い
る
三
年
生
三
人
が

参
加
し
た
。

　

区
社
会
福
祉
協
議
会
が
同
大

の
協
力
依
頼
を
受
け
て
開
い
た

も
の
で
、
社
会
福
祉
士
国
家
試

験
の
受
験
資
格
を
得
る
た
め
に

必
要
な
実
務
経
験
の
一
つ
。
感

染
症
対
策
も
考
え
、
こ
の
日
は

屋
外
に
教
室
を
移
し
た
。

　

講
師
を
務
め
た
の
は
ボ
ラ
ン

る
人
を
毎
年
表
彰
。
被
表

彰
者
は
各
学
区
の
保
健
環

境
委
員
会
会
長
が
三
人
以

内
を
推
薦
し
、
区
委
員
会

で
決
め
て
い
る
。

　

こ
と
し
は
浅
井
品
子
さ

ん
八
四
＝
小
幡
五
、
桶
谷

康
子
さ
ん
七
八
＝
永
森

町
、
高
野
義
範
さ
ん
八
二

＝
八
剣
二
＝
の
三
人
を
選

出
。
十
九
回
目
と
な
っ
た

式
に
は
関
係
者
ら
約
三
十

人
が
出
席
し
、
区
委
員
会

の
小
川
勝
会
長
が
表
彰
状
を
読

み
上
げ
て
手
渡
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
一
人
、
五
年

前
か
ら
町
内
の
資
源
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
分
別
を
続
け
て
い
る
浅

井
さ
ん
は
「
大
し
た
こ
と
は
し

て
い
な
い
の
で
、
恥
ず
か
し

い
」
と
感
想
を
。
ま
た
「
自
分

の
健
康
の
た
め
と
思
っ
て
や
っ

て
い
る
こ
と
で
、
で
き
る
う
ち

は
続
け
て
い
き
た
い
」
と
も
話

し
て
い
た
。

　

守
山
区
保
健
環
境
委
員
会
に

よ
る
表
彰
式
が
先
月
十
四
日
、

守
山
区
役
所
＝
小
幡
一
＝
講
堂

で
催
さ
れ
、
資
源
分
別
や
町
内

清
掃
と
い
っ
た
環
境
衛
生
活
動

に
長
年
取
り
組
ん
で
い
る
人
へ

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

同
（
区
）
委
員
会
は
各
学
区

の
保
健
環
境
委
員
会
会
長
、
区

役
所
や
保
健
セ
ン
タ
ー
ほ
か
で

構
成
さ
れ
、
環
境
衛
生
活
動
を

自
主
的
に
三
年
以
上
行
っ
て
い

　
　
　

◇　
　

　

「
新
春　

三

味
線
Ｓ
Ｈ
Ｏ

Ｗ
!!!
」
の
招
待

券
（
午
後
の
公

演
分
）
を
本
紙

読
者
八
人
に
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　

【
応
募
方
法
】

　

〈
メ
ー
ル
〉
件
名
に
「
新
春

三
味
線
」
、
本
文
に
①
住
所
②

氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
お

近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
名
を

記
入
し
て
＝circle@m-hn.

com

＝
へ
。

　

〈
郵
送
〉
は
が
き
に
①
か
ら

⑤
を
明
記
し
て
、
〒
４
６
３
―

０
０
０
７
、
松
坂
町
三
五
二
、

守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
「
新
春

三
味
線
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
係
へ
。

　

と
も
に
締
め
切
り
は
三
十
日

（
火
）
必
着
。

応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
。
招

待
券
の
発
送
を

も
っ
て
発
表
に

代
え
ま
す
。

前
開
場
で
、
感
染
症
対
策
と
し

て
客
席
四
百
席
の
う
ち
百
八
十

席
を
使
っ
て
催
す
。

　

チ
ケ
ッ
ト
（
全
指
定
席
）
は

一
般
千
五
百
円
。
ま
た
守
山
文

化
小
劇
場
で
は
初
、
ス
マ
ホ
や

パ
ソ
コ
ン
か
ら
楽
し
め
る
ラ
イ

ブ
配
信
（
チ
ケ
ッ
ト
五
百
円
）

も
行
わ
れ
る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
同
劇
場
＝
☎

０
５
２
（
７
９
６
）
１
８
２
１

＝
へ
。
チ
ケ
ッ
ト
は
、
電
子
チ

ケ
ッ
ト
販
売
サ
ー
ビ
ス
「
ｔ
ｅ

ｋ
ｅ
ｔ
（
テ
ケ
ト
）
」
で
も
購

入
で
き
る
。

　

三
人
の
実
力
者
た
ち
が
守
山

に
集
結
―
。
守
山
文
化
小
劇
場

で
は
新
春
恒
例
と
な
っ
た
三
味

線
公
演
の
「
新
春　

三
味
線
Ｓ

Ｈ
Ｏ
Ｗ
!!!
」
が
一
月
八
日

（
土
）
、
同
劇
場
＝
小
幡
南
一

＝
で
開
催
さ
れ
る
。

　

今
回
の
出
演
は
、
プ
ロ
演
奏

家
集
団
「
べ
べ
ん
～
Ｂ
Ｅ
Ｂ
Ｅ

Ｎ
～
」
の
杉
山
大
祐
さ
ん
、
永

村
幸
治
さ
ん
、
大
塚
晴
也
さ
ん
。

三
人
と
も
津
軽
三
味
線
全
国
大

会
で
の
優
勝
経
験
が
あ

り
、
杉
山
さ
ん
は
日
進
市

出
身
。

　

曲
目
は
「
津
軽
じ
ょ
ん

か
ら
節
」
「
民
謡
メ
ド
レ

ー
」（
花
笠
音
頭
、
ソ
ー
ラ

ン
節
）
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
共
鳴
」
ほ
か
。
三
人
の
実

力
者
た
ち
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
個
性
で
織
り
成
す
音
楽

と
世
界
観
を
披
露
す
る
。

　

同
公
演
は
、
よ
り
多
く

の
人
に
楽
し
ん
で
も
ら
お

う
と
、
午
前
十
一
時
開
演

と
午
後
二
時
半
開
演
の
一

日
二
回
。
と
も
に
三
十
分

の
思
い
を
一
つ
に
つ
な
ぎ
た
い

と
思
っ
た
」
や
「
好
き
に
な
っ

て
く
れ
る
よ
う
心
掛
け
た
」
と

校
歌
に
つ
い
て
語
っ
た
。

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

『
は
ば
た
け　

あ
し
た
へ
』

　
　

上
志
段
味
小
学
校
校
歌

朝
日
が
の
ぼ
る
東
谷
山

今
日
も
新
し
い
風
が
吹
く

古
墳
に
守
ら
れ
こ
の
場
所
で

笑
顔
い
っ
ぱ
い
花
咲
か
す

　

共
に
学
び
合
う

　

私
た
ち
の
上
志
段
味
小
学
校

豊
か
な
自
然
の
中
で
大
き
く
羽

ば
た
く

　

〈
一
番
の
歌
詞
の
み
抜
粋
〉

　

み
ん
な
の
思
い
を
一
つ
に
つ
な
ぎ
た
い
―
。
こ
と
し
四
月
に
開

校
し
た
上
志
段
味
小
学
校
＝
上
志
段
味
大
塚
＝
の
校
歌
『
は
ば
た

け　

あ
し
た
へ
』
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
、
先
月
一
日
の
開
校
記
念

式
典
で
披
露
さ
れ
た
。
校
歌
の
歌
詞
は
本
年
度
の
在
校
生
と
教
職

員
、
区
内
在
住
の
声
楽
家
・
美
口
啓
子
さ
ん
に
よ
る
も
の
で
、
ま

た
作
曲
は
美
口
さ
ん
が
手
掛
け
た
。

　

金
城
学
院
大
＝
大
森
二
＝
の

「
広
告
研
究
会
」
が
こ
の
ほ

ど
、
痴
漢
や
盗
撮
な
ど
女
性
を

狙
っ
た
犯
罪
を
抑
止
し
よ
う
と

す
る
ポ
ス
タ
ー
を
制
作
。
現

在
、
名
鉄
瀬
戸
線
と
ゆ
と
り
ー

と
ラ
イ
ン
（
名
古
屋
ガ
イ
ド
ウ

ェ
イ
バ
ス
）
合
わ
せ
て
十
五
の

駅
構
内
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

女
性
の
目
線
で
『
痴
漢
、
盗

撮
は
許
さ
な
い
！
』
と
訴
え
る

ポ
ス
タ
ー
制
作
を
、
守
山
署
が

依
頼
。
同
研
究
会
は
、
部
員
が

出
し
た
三
十
四
の
案
か
ら
選
ん

で
十
作
品
を
仕
上
げ
、
さ
ら
に

ウ
ェ
ブ
も
使
っ
た
学
内
投
票
で

代
表
作
品
二
点
を
決
め
た
。

所
＝
小
幡
一
＝
駐
車
場

で
出
発
式
が
開
か
れ
、

同
協
議
会
の
小
屋
口
洋

子
会
長
が
「
皆
さ
ん
の

力
を
借
り
て
交
通
安
全

を
呼
び
掛
け
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま

た
、
児
玉
透
区
長
が

「
皆
さ
ん
の
活
動
で
交

通
事
故
が
一
件
で
も
減

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
」
と
激
励
し
た
。

　

注
意
事
項
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
参
加
者
は
小
幡
交

差
点
へ
徒
歩
で
移
動
し
、
四
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
交
差

　

子
ど
も
会
の
会
員
ら
に
よ
る

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
先

月
三
日
、
県
道
名
古
屋
瀬
戸
線

（
瀬
戸
街
道
）
の
小
幡
交
差
点

で
行
わ
れ
、
付
近
を
通
行
す
る

車
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転

な
ど
を
呼
び
掛
け
た
。

　

五
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た

「
市
一
斉
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
（
市
子
ど
も
会
連
合
会

主
催
）
が
雨
で
中
止
に
な
っ
た

こ
と
か
ら
、
守
山
区
子
ど
も
会

育
成
連
絡
協
議
会
が
独
自
に
開

催
。
白
沢
・
吉
根
・
志
段
味
西

・
下
志
段
味
学
区
の
子
ど
も
会

会
員
ら
五
十
人
が
参
加
し
、
守

山
署
交
通
課
も
協
力
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
前
に
は
区
役

聞
い
て
い
た
」
と
畑

智
秋
校
長
。

　

四
月
下
旬
に
は
、

児
童
も
先
生
も
校
歌

づ
く
り
に
参
加
し
よ

う
と
「
校
歌
を
創
ろ

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
校
内
で
発
足
。
全

校
児
童
六
百
二
十
四

人
に
用
紙
を
配
り
、

歌
詞
に
し
た
い
と
思

う
言
葉
を
書
い
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。

　

一
方
、
美
口
さ
ん

は
「
歌
詞
が
う
そ
に
な
ら
な
い

よ
う
に
」
と
、
同
小
の
周
辺
を

中
心
に
学
区
内
を
繰
り
返
し
散

策
。
ま
た
「
東
谷
山
」
や
「
大
久

手
池
」「
古
墳
」
な
ど
、
児
童
ら

が
用
紙
に
書
い
て
託
し
た
〝
言

葉
〟
全
て
に
目
を
通
し
、
少
し

ず
つ
歌
詞
を
紡
い
で
い
っ
た
。

　

六
月
末
、
あ
ら
か
じ
め
六
年

生
児
童
と
先
生
ら
に
生
演
奏
で

校
歌
を
披
露
。
出
さ
れ
た
意
見

か
ら
歌
詞
を
一
部
手
直
し
し
た

ほ
か
、
題
名
は
先
生
た
ち
が
話

し
合
い
を
重
ね
『
は
ば
た
け　

あ
し
た
へ
』
に
決
定
し
た
。

　

開
校
記
念
式
典
に
は
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
や
畑
校
長
ら
十
人
が
出
席

し
、
全
校
児
童
も
校
内
の
テ
レ

ビ
放
送
を
通
じ
て
参
加
。
美
口

さ
ん
は
あ
い
さ
つ
で
「
み
ん
な

　

同
小
は
開
校
前
の
こ
と
し
一

月
、
区
内
の
小
中
学
校
で
合
唱

指
導
を
長

年
行
っ
て

い
る
美
口

さ
ん
に
校

歌
の
制
作

を
依
頼
。

「
子
ど
も

た
ち
が
発

声
で
き
る

音
域
を
は

じ
め
、
子

ど
も
重
視

で
考
え
て

も
ら
え
る

と
（
区
内

の
小
学
校

の
先
生
た

ち
か
ら
）

待望の校歌が完成
ことし４月開校の上志段味小学校

在校生と教職員、区内在住の声楽家・美口啓子さんが〝手づくり〟

全
校
児
童
に
開
校
記
念
式
典
で
披
露

区
子
連
が
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

小
幡
交
差
点
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全
運
転
呼
び
掛
け

女
性
を
狙
っ
た
犯
罪
の
抑
止
ポ
ス
タ
ー

金
城
学
院
大「
広
告
研
究
会
」が
制
作

緑
の
中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
習

社
会
福
祉
士
目
指
す
金
城
学
院
大
生
が
参
加

浅
井
品
子
さ
ん
ら
３
人
に
表
彰
状

資
源
分
別
や
町
内
清
掃
に
長
年
の
取
り
組
み
で

「
新
春　

三
味
線
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｗ
!!!

午
後
の
部
の
招
待
券
を
本
紙
読
者
８
人
に

１月８日

守
山
文
化
小
劇
場　

新
春
恒
例　

式典で行われた校歌の披露で指揮をする美口さん

式典の後、美口さんに全校児
童からの手紙が手渡された

サイン板を掲げて交通安
全を呼び掛ける参加者ら

ラ
イ
ブ
配
信
チ

ケ
ッ
ト
Ｑ
Ｒ

永
村
幸
治
さ
ん

杉
山
大
祐
さ
ん

大
塚
晴
也
さ
ん

「
ｔ
ｅ

ｋ
ｅ

ｔ
」
で
の
通
常

公
演
チ
ケ
ッ
ト

Ｑ
Ｒ

被表彰者をはじめ関係者で記念撮影

ポスターの除幕の後、制作した学生ら関
係者で記念撮影（大森・金城学院前駅）

ボランティアについて伝える田代
さん（左）と耳を傾ける学生ら

」


